
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ジャンク

ゴシック

バロック

3:【陥穽】

14

煉獄

10
37:【水】

72:【会話】

【家族】

【手術】

お誕生日に綺麗な入浴剤を買ってもらった。ピンク色のお風呂がきれいで、嬉しかった。

好きなものの話をした。時間を忘れてたくさん笑った。誰と笑ったんだっけ？何を話したんだっけ？それでも、とっても楽しかったことは覚えてる。

その空間では、たくさんの子供たちが暮らしていた。 今年8歳になるエミリー、まだ5歳になったばかりのオリヴァー、一番のお兄さんのハロルド、みんなのお母さん代わりだったアメリア。 その他にも、大人たちはどこからか子供を連れてきては、みんなでここで暮らしていた。 大人たちが言うには、みんな戦争で家族とはぐれたらしいけれど・・・。

子供たちが一人一人いなくなって、数日後に戻ってきた。 大人たちが言うには、必要な手術をしたらしい。 何をしたのかは教えてもらえなかったけれど、戻ってきたオリヴァーのおなかには、大きな傷が出来ていた。 「中から、音がするの」 オリヴァーが不安げに言って、その音を聞かせてくれた。 たしかに、よく聞いてみると、機械のような音がする・・・気がする。 「何だろう…怖い」 私は、おびえるオリヴァーの頭を撫でて、大丈夫だよって、自分に言い聞かせるように言った。 「一緒に海を見よう。外で風を浴びれば、きっと気分も晴れるよ」 私はオリヴァーの手を引いて、甲板へと出た。甲板への扉を開けるパスコードは【6721】毎日使用しているパスコードだ。忘れるわけがない。 海は、いつだっておだやかで、そこにあった。 2人で暫く風を浴びた。何もかも歪んだ世界でも、その時間だけは、心癒されるものだった。0 0 0
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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攻撃判定時、パーツが全て損傷した箇所1つにつき修正+1を得る

射程0の対象に肉弾攻撃を成功させた際、対象の残りパーツ総数が〔攻撃判定値-5〕以下なら対象は全てのパーツを損傷する。（ただしレギオンには無効）

自身のいるエリア内の敵全てに「転倒」を与える

攻撃マニューバ使用宣言時に、ダメージを1上昇させてもよい。ただし、その際に「切断」「爆発」「転倒」「連撃」「全体攻撃」の効果は失われる

2

1

最大行動値＋1。このパーツを行動判定で使用した際、大失敗してもこのパーツは破損しない

肉弾攻撃１

射撃攻撃1＋切断

肉弾攻撃2

こわれたぶひん（へし折れたツノ）

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

バトルパート終了時、このパートと損傷した基本パーツ1つを修復してよい

ターンが終了するか、攻撃マニューバの使用を宣言するまで、あなたは敵ホラー・レギオンのマニューバ対象にならない。

白兵攻撃2＋連撃1

移動１

移動１

妨害１
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